
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 始業式から２０日が過ぎました。１年生は入学式から２週間が過ぎようとしています。

私は、ほぼ毎日、子どもたちの学習の様子を見て回るようにしているのですが、今回は、

そんな中で見つけた「伊岐須小の子どもの素敵なところ」を紹介したいと思います。  

まずは、６年生。朝、１年生を教室まで案内してくれたり、１年生の教室で学習の準備

を手伝ってくれたり、昼休みに紙芝居を読んであげたりゲームをしてあげて遊んでくれた

りと、１年生のお世話をしてくれる姿がありました。最上級生らしい姿が素敵でした。  

２つ目は、あいさつ。始業式や入学式で、「進んであいさつができる、あいさつ名人にな

ろう」という話を子ども達にしましたが、日に日に気持ち良いあいさつができる子が増え

てきました。先日、学校に来たお客さんからも「子どもたちがよくあいさつしますね」と

ほめていただきました。相手の目を見て、笑顔で、相手に伝わる声であいさつができる「あ

いさつ名人」がもっともっと増えてほしいなと思っています。  

３つ目は掃除。伊岐須小学校では、しゃべらずにだまって掃除をする「もくもく掃除」

に取り組んでいます。しゃべらないで…という部分は、もう少しといった感じですが、廊

下をきれいにしようと丁寧にふいて掃除をする姿がありうれしくなりました。  

４つ目は、下足場への靴の入れ方。ほとんどの子が、両方の靴をそろえて入れています。  

これからも、たくさんの「伊岐須小の子ども達の素敵なところ」を紹介していきます。  
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〈昼休み、６年生の紙芝居〉 〈６年生のゲーム、おもしろかったです！〉 

〈しゃべらず、丁寧なふき掃除〉 〈靴、きれいにそろえてます！〉 


